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師 123 回忌法要 
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法話 「苦」 清沢満之先生の手紙 
―正岡子規『病牀六尺』より 

講師  島﨑暁民師 しまざき ぎょうみん 

（称佛寺住職・1930 年石川県生まれ） 
 

明治 22年、26 歳の清沢師は本山にて「この宗教

は嫌なら嫌。善いなら善いと決まりをつけて、昔

よりありきたりの習慣によらず」と「実験」＝己

証の精神を自由に表明されます。この一言は私に

向かって‵あなたは浄土真宗でいいのですか？′

と問うてきます。それは葬儀や墓の話でなく、今

日の話です。レジュメ準備の都合上、本堂参詣・

Zoom 参詣共に６/５中までに申込を。南無阿弥陀仏 

㊧清沢満之師（1863‐1903）㊨書斎（愛知県西方寺） 


